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はじめに

　1)前回：ICOCA約款の内容

　　　　　宿題→

3)本日の講義内容

　1.50分→宿題について班で討論し、班の見解を決める→発表・議論

2.50分→私的自治についての講義　　　　　→　コメントペーパー作成

3.50分→私的自治・歴史についての講義　　→　コメントペーパー作成
＊講義テーマ：約款の拘束力を全面的に承認してよいのか。

１．事例（先週講義の確認）：ＩＣＯＣＡ（ＩＣカード乗車券取扱約款）

1)約款の内容

2)課題1：自分の思っていたことと異なっている箇所・おかしいと感じた箇所

　3)課題2：不正乗車の場合に、運賃の2倍の支払い、かつ、デポジット没収、という規定は、

　　　　　　　ICOCAを利用した乗車した人を拘束すると考えられるだろうか。

　　　　　　→宿題

　　　　　　

２．見解の発表・議論

　1)手順

　　　1.班内で自らの意見を述べる

　　　　発表者以外の者は、発表者の意見をワークシートに記述する

　　　2.発表者の右隣の人が、自らのメモをもとに、発表者の意見がどのようなものであったのか、鸚鵡返しに述べる　←　発表者はそれを訂正する

　　　3.班の全員について、上の1.2.を繰り返す

　　　4.全員の発表が終わると、班の意見を作成する

　　　5.班の意見を発表する

　　　6.班対抗で議論する、あるいは、私から問題指摘を行う

　　　7.適宜、班内で相談する時間を設ける

　2)意見を述べる際に必須の要素

　　　1.自分の立場あるいは結論

      2.その根拠と、根拠を支持する客観的な証拠

　　　3.自分が採用しない立場に対する反論（ないし反駁）
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1.班内で自らの意見を述べる
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2.班の意見を決める
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